
御坊さん
東
西
分
流
の
真
相

地
元
の
門
徒
か
ら
本
徳
寺
が
東
西
に
わ
か
れ
た
経
緯
を
た
ず

ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
当
然
、
本
願
寺
の
東
西
分
流
と
リ

ン
ク
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
東
西
分
流
の
経
緯

は
史
料
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
推
測
が
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ

で
、
諸
説
を
照
合
し
、
妥
当
な
東
西
分
流
の
経
緯
を
つ
ま
び

ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

戦
国
時
代
、本
願
寺
は
石
山（
後
の
大
阪
城
）に
本
拠
を
構
え
、

日
本
に
お
け
る
最
大
の
民
間
勢
力
と
し
て
、
し
か
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
た
商
圏
を
背
景
に
存
在
し
て
い
た
。
信
長
・
秀

吉
と
の
石
山
戦
争
に
よ
っ
て
こ
の
勢
力
は
解
体
さ
れ
、
本
山
・

本
願
寺
は
京
都
に
、
本
徳
寺
は
亀
山
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
時

点
で
は
、
本
願
寺
も
本
徳
寺
も
一
つ
で
あ
る
。

石
山
戦
争
終
盤
、
時
の
法
主
・
顕
如
は
平
和
的
講
和
に
傾
き
、

そ
の
長
子
・
教
如
は
徹
底
抗
戦
を
意
図
し
た
。
所
謂
、
ハ
ト

派
と
タ
カ
派
で
あ
る
。
播
州
の
真
宗
は
教
如
派
の
強
い
地
域

で
も
あ
っ
た
が
、
本
山
・
本
願
寺
に
お
い
て
、
顕
如
の
没
後
、

教
如
が
法
統
を
継
承
す
る
が
、
時
の
天
下
人
・
秀
吉
に
と
っ

て
タ
カ
派
の
リ
ー
ダ
の
起
用
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。
秀
吉
は
、

生
母
如
春
尼
に
よ
る
三
男
・
准
如
へ
の
譲
り
状
の
露
見
を
幸

に
、
ト
ッ
プ
を
准
如
に
す
げ
替
え
た
。

こ
の
時
以
来
、
教
如
は
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
裏
派
と
し
て

雄
伏
す
る
。
准
如
は
京
都
本
願
寺
を
引
き
継
ぎ
、
公
に
表
派

を
標
榜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
に
続
く
西
本
願
寺

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
）
で
あ
る
。

教
如
派
は
、
そ
の
後
、
巻
き
返
し
を
図
り
、
関
ヶ
原
以
降
、

家
康
と
の
接
触
を
深
め
、
烏
丸
七
条
に
教
如
派
の
本
寺
開
設

に
漕
ぎ
着
け
る
。
今
に
到
る
東
本
願
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
の

誕
生
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
稀
代
の
為
政
者
・
家
康
は
教
団

内
部
の
対
立
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
東
西
分
断
を
も
っ

て
本
願
寺
の
潜
在
的
脅
威
を
軽
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
訳

で
あ
る
。

中
央
の
分
断
騒
動
は
、
地
方
に
も
大
き
な
混
乱
を
与
え
た
。

播
州
で
は
、
亀
山
本
徳
寺
の
住
持
は
教
如
派
の
教
専
が
継
承

し
て
い
た
が
、
後
継
問
題
で
教
如
と
対
立
し
表
派
帰
属
の
意

向
を
鮮
明
に
し
た
。
教
如
か
ら
の
池
田
輝
政
へ
の
働
き
か
け

も
失
敗
し
、
教
如
と
池
田
輝
政
と
の
対
立
は
決
定
的
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
播
州
の
真
宗
勢
力
は
准
如
派
に
移

静
か
に
息
づ
く
念
仏
道
場

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
験
を
刻
み
込
ん
だ
事
物
の
集

合
を
文
化
遺
産
と
言
う
ら
し
い
。
文
化
遺
産
は
単
な
る
過
去
の

秘
話
を
封
印
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
価
値
を
今
に
発

散
し
つ
つ
あ
る
。
歴
史
的
価
値
に
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は

静
止
的
価
値
で
、
好
古
的
・
美
術
的
・
史
料
的
な
「
も
の
」
そ

の
も
の
が
価
値
を
も
つ
。
他
方
、
動
的
な
価
値
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
「
も
の
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
も
の
」
を
媒
介
に
し
て

発
揮
す
る
価
値
で
あ
る
。
従
っ
て
「
も
の
」
は
置
き
換
え
ら
れ

て
い
く
。

た
と
え
ば
、
真
宗
の
ご
本
尊
な
ど
は
、
名
号
か
ら
絵
像
に
、

絵
像
か
ら
木
像
に
変
遷
し
て
き
た
が
、
そ
の
時
代
時
代
に
お
念

仏
の
真
価
を
発
揮
し
て
き
た
。
お
寺
の
土
地
や
建
物
、
境
内
や

植
生
な
ど
は
、
時
代
的
な
変
化
を
通
し
て
信
仰
を
体
感
で
き
る

空
間
を
創
出
す
る
。

一
般
に
お
寺
の
建
立
や
整
備
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
地
域

の
門
徒
の
懇
念
で
建
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
特
殊
な
地
域
的

事
情
を
も
っ
て
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。

世
人
は
、
本
徳
寺
の
境
内
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
や
、
近

代
の
喧
噪
と
は
か
け
離
れ
た
、
静
か
な
落
ち
着
き
と
深
い
安
ら

ぎ
を
感
じ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
色
々
な
要
素
が
組
み
合

わ
さ
れ
た
歴
史
的
価
値
に
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
価

値
は
お
寺
を
支
え
る
多
く
の
人
に
よ
っ
て
次
代
に
受
け
継
が
れ

る
。

船場御坊本徳寺・本堂
船場本徳寺は 1618 年本多忠政の尽力により教如派（東派）・本徳寺として創
建される。宝永の大地震で本堂が損壊、1718 年に海澄連枝の時、榊原政邦の
外護により新本堂が建立された。17間四面の壮大な本堂で幾多の火災や震災、
戦災を免れ今に到っている。　　　　　　　　　　　　　　市指定文化財

宗祖真向等身御影（亀山御坊内陣・右脇壇）
1590年代から続く短期間に、天下の交代劇と
それに伴う本願寺の人事刷新・東派別立により、
全国の門末で混乱が起こる。播州では池田輝
政の介入もあり、1609年に本徳寺教円が表派
（准如派）に寄属する。この動静が収束した
1612年に表派・准如は播州の真宗勢力に宗祖
真向御影を下附する。願主は准専になっており、
現在の内陣・右脇壇に御安置されている。ち
なみに左脇壇には2世如信上人から11世顕如
上人までの連座御影が安置されている。

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
亀
山
本
徳
寺
内
陣
・
右
脇
壇
に
は
、

こ
の
時
准
如
よ
り
下
附
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
真
向
等
身
御
影
（
大

谷
本
願
寺
親
鸞
聖
人
御
影
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

池
田
氏
転
譜
後
、
本
多
忠
政
の
入
譜
に
よ
り
、
播
州
教
如
派

の
家
臣
団
に
と
っ
て
再
興
の
好
機
が
訪
れ
た
。
忠
政
の
意
向

も
は
た
ら
き
、
旧
池
田
家
屋
敷
を
寄
進
し
て
、
船
場
本
徳
寺

つ
ま
り
東
派
の
本
徳
寺
を
再
興
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
亀

山
本
徳
寺
の
山
号
が
「
霊
亀
山
」
で
あ
る
に
対
し
て
船
場
本

徳
寺
は
「
轉
亀
山
」
と
い
う
。
も
と
も
と
真
宗
の
寺
に
山
号

は
ど
う
か
と
思
う
が
、「
轉
亀
山
」
の
由
来
に
は
教
如
派
の
思

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。


